
２．３ 成果の社会的還元（地域貢献）について 

総 論 

平成27年度のやまと共創郷育センターの発足とともに、ＣＯＣ＋事業活動の内容を広く知

って頂くためにホームページを開設し、積極的な広報活動に努めている。 

平成30年度は、4月21日付日本経済新聞関西経済欄に本学の取組が紹介されたほか、「ニュ

ースレターの発行」など、学内・学外に向けてＣＯＣ＋事業を周知するとともに、地（知）の

拠点となるべく、地域の自治体や中小企業と協働し、地域の雇用創出の役割を果たしてきた。 

 

（１）ニュースレターの発行 

平成30年度は、ＣＯＣ＋事業の周知のため、全教職員に向けて２回のニュースレターを

発行した。2018年秋号及び2019年春号は以下のとおり。 
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（２）㈱南都銀行の寄附目録贈呈式  平成 30 年 7 月 24 日（火） 

奈良女子大学にて㈱南都銀行からの寄附にかかる目録贈呈式が開催された。ＣＯＣ＋参

加企業でもある㈱南都銀行は、平成 27 年 7 月から「ナントＣＳＲ私募債」の取扱いを開始

しており、東洋スクリーン工業㈱（本社：奈良県斑鳩町）の「私募債」起債を記念するとと

もに、起債額の一部が奈良女子大学に寄附された。 

東洋スクリーン工業㈱は 1954 年創業の「ウエッジワイヤースクリーン」のろ過装置製造

メーカーで、2017 年度に本学学生が初めて入社し、現在も活躍している。ＣＯＣ＋事業に

賛同いただいている同社の廣濱毅憲社長は、ＣＯＣ＋シンポジウムに出席された際、「学

生様方の発表内容、姿勢のレベルの高さにも驚かされました。学生様方がこれだけ奈良の

事を想い、動いてくれているのだから我々受け入れ側の企業はもっともっと努力を重ねな

ければいけないと認識させられた。先ずは当社自身が出来る事をしっかりと行い、色々な

場で発信し、より多くの方に魅力ある企業と認知頂けるよう、そして、その活動が微力な

がらＣＯＣ＋事業の方にも少しでもお役に立てるよう尽力して参りたい」とのコメントが

あった。 

さらに、同社は、経済産業省の「地域未来牽引企業」にも選定されており、2018 年度に

おいても本学から新たに１名が採用され、地域と一体となって地元就職率の向上に取り組

む本学のＣＯＣ＋事業への取り組みに対するよき理解者となっている。 

 



 

 

 

（３）国広産業㈱との共同研究の取り組み 

国広産業㈱（本社：奈良県葛城市）は約 50 年間バレル研磨用プラスチックメディア

（研磨石）の製造を行っており、ＣＯＣ＋事業に対するよき理解者でもあり本学学生の新

卒採用ならびに共同研究を現在実施中である。 

バレル研磨には、メディア（研磨石）の他にコンパウンド（界面活性剤）も必要で、研

磨性能を引き出すにはメディア（研磨石）の性能アップだけでなく、コンパウンド（界面

活性剤）のアップデートも不可欠と考えている中、本学との共同研究をスタートした。

2018 年 1 月～12 月の１年契約で共同研究「界面活性剤の開発」を推し進め、手探りの状

態であったものの１年間の成果として仕上げ研磨に効果のある界面活性剤を試作開発する

ことができた。 

（影石社長からのメッセージ） 

プラスチックメディアの用途は多岐に渡っており、今後も用途が広がる可能性を秘めて

います。現在主流の自動車・電子部品向けメディア（研磨石）から航空宇宙、医療分野、更

にはその先のバイオ、アート分野へと従来の研磨の枠を超えた取組みも積極的に行ってい

き、研磨を追及していきたい。奈良女子大学との共同研究契約を継続し、界面活性剤の可

能性とプラスチックメディアの可能性を更に広げ、魅力ある国広産業としていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（４）賃貸のマサキ（正木商事㈱）との共同プロジェクト 

昨年度に引き続き、本学のならまちセミナーハウスのオーナーでもある正木商事㈱と生

活環境学部住環境学科の学生が、地元企業と大学の協働による地域活性化を目指して新築

賃貸マンション（１ＤＫ）の内装に取り組んだ。「元気が出る部屋に住みたいが、落ち着

く部屋でもあって欲しい」、「大学生だけでなく、社会人の女性にも上品なかわいらしさを

持つテイスト」、「便利な収納家具とその日らしい生活スタイルを楽しんでもらいたい」と

いう３つのコンセプトで３部屋の内装に取り組んだ。 

住環境学科の学生は、設計演習という授業で建築図面と模型を製作しているが、自分た

ちの提案が実現する機会は滅多にない中、今回のプロジェクトで、自身の生活体験を活か

して提案ができたこと、クロスの選定、壁面収納、木の温かみを感じるデスクなど自分た

ちの提案が完成した空間を体験できたことは、学生にとって得難い貴重な学びの機会とな

った。当事者だからこその細やかな提案には正木商事さんにも喜んでいただき、地元企業

にも学生にも嬉しい協働ができた。 

 



 

 

賃貸のマサキとの共同プロジェクト 

  



 [A 班] 

・M1 多々良里奈 

私にとって今回のプロジェクトは、昨年に引

き続き２回目となりましたが、真っさらな空間

に天井、床、壁と色をのせていきながら、自分

たちがイメージした空間に近づくように、それ

ぞれを組み合わせていくのが難しかったです。

チーム内で話し合う際も、好みや提案が１人ず

つ異なり、たくさんあるアイデアの中から、最

終的に納得のいくものに仕上げる上で、何度も

試行錯誤しました。これから入居される方の毎日が、少しでも明るく色づいてくれたらと

思います。 

・B4 大谷咲月 

新築ということで、モノがない状態で壁紙などを決めていくのは難しかったですが、内

装を一から決めていくめったにない貴重な経験が出来ました。今までは、自分の部屋など

で「この壁はこの色にしたらオシャレかな」など頭の中で想像することはありましたが、

それをチームで話し合って現実のものにしていくのはとても楽しかったです。３つ異なる

タイプの部屋ができたので、それぞれどんな人が入ってくれるか楽しみです。 

・B4 森口和紗 

今回は部屋に住んで欲しいターゲット層をイメージしながら内装の色を決めさせていた

だきました。このことは自分の好みだけで選ぶこととは異なるため、普段は選ばない色と

の組み合わせを考える必要もあり難しさがありました。しかし同時に、縛られずに多くの

色に目を向けて暮らしを想像し選ぶことはやりがいと楽しさがありました。学生の間に実

際に作られる建物でこのような機会をいただけたことはとても貴重な経験となりました。 

[B 班] 

・M1 川嶋汐里 

今回のプロジェクトで最も難しかったのはクロス選びでした。壁や天井、床の組み合わ

せはもちろん、サンプルで見るクロスの色と実際の色はかなり違うため、パースを描いて

部屋全体のイメージを深め、何度も打ち合わせを重ねて慎重に選びました。最終的に提案

した女子大生や社会人女性向けの「上品でかわいいシャビ―シックなお部屋」がオーナー

様に気に入っていただけたと聞けて非常に嬉しく、自分で考えたアイデアを人に提案する

ことの楽しさを感じました。 

・B4 廣川陽奈 

私は下宿しているので、その生活の中で感じる要望や不便さを自分の意見として発信で

きたことが良かったなと思います。誰もが使いやすいものにしたい、でも可愛さも取り入

れたいという２つの気持ちがあったので、そのバランスが難しかったです。このアパート

がたくさんの人に愛され、楽しく快適に過ごせる場所になってくれたらな、と思います。 

  



[C 班] 

・M2 中飯久美子 

今回の新築内装プロジェクトでは、これからできる部屋の内装を自由にデザインさせて

いただけました。まだ実際にできていない部屋を想像しながらコンセプトや色調を決めて

いく作業は、色合いの検討や日光の入り方、部屋の広さの確認など、画面上でしか行えな

かったため苦戦しました。内装という、建物を建てる過程の一部分でも、決めていかなけ

ればならないことが非常にたくさんあるということを実感し、１つの建物をつくる大変さ

を改めて学ぶことができたと思います。また、経験不足な大学生という立場でありながら、

実際に 建つマンションの内装をデザインさせていただけるという普通なら得られない機

会を与えてもらい、責任ある仕事を請け負う経験を得ることができました。 

・M1 宮本順加 

今回は大変貴重な経験をさせていただき、誠にありがとう

ございました。学年が異なったことと違った考え方を持つ 3

人が１つのチームになったために意見を合わせることが難し

かったが、１つの案をいろいろな視点から見ることが出来た

ことが良かったなと思います。今後、マンションが完成し、

私たちが考えた住戸にどんな住民の方が入り、どう感じられ

るかが大変ワクワクします。 

・B4 西あすか 

今回担当したのが男性女性、学生社会人と様々な入居者を

対象としたお部屋だったのでどんな人も喜ぶ工夫を考えるの

が楽しくもあり難しかったです。こんなものあったらいいな

と考え、良かれと思って付けたものが使わない人にとっては邪魔になってしまうというこ

とにはじめは気付かず、みんなが使えるもしくは使わなくても邪魔にならない工夫を考え

るのが難しかったです。完成がとても楽しみです。 

 

 



（５）野迫川村奈良女塾  平成 30 年 8 月 27 日（月）～8月 31 日（金） 

奈良女子大学野迫川村交流センターにて第６回野迫川村奈良女塾を開催した。奈良女子

大学では春休み、夏休みの機会を捉えて、日頃、高校生や大学生に接する機会のない野迫

川村の小中学生に向けて学習サポートや大学生とのふれあいを通じて将来の進路を考える

きっかけとなるよう野迫川村奈良女塾を開講している。今回の参加対象者は小学生５名、

中学生３名の８名。午前中は国語、算数、英語、社会など夏休みの課題学習の補助、午後

は、理科の実験、おやつづくり、かるた大会、英語による映画鑑賞などの活動を実施した。

また、授業の合間には、大学生が子供たちに自らの経験を語ることにより、将来の高校生

活・大学生活、自分の未来を考えるきっかけづくりも行った。 

 

 

（６）下市町での学習支援  平成 30 年 8 月 20 日（月）～22 日（水） 

奈良女子大学下市アクティビティセンターにて本学学生による学習支援事業が開催され

た。本学学生が参加して下市町の小中学生（20 日６人、21 日７人、22 日４人）への学習支

援を通じた交流を深めることができた。 

昨年 9 月は下市小学校ならびに下市中学校に出向き、授業補助という形での実施だった

が、今回は夏休み期間中の実施となったことから、下市アクティビティセンターにて夏季

ワーク等の宿題を中心とした学習のお手伝いの他、「下市町手作り地図」の作成や「奈良“ま

ほろば”かるた」大会の実施など地域・地元に密着した社会学習の実施となった。 

参加学生からは、「小学生と一緒に夏季学習のお手伝いができて楽しかった」、「参考にな

ればと自身の高校・大学生活を紹介した」、「初めて下市町を訪問した。都会では得られな

い下市町の良さを知ることができた」といった感想があった。 

 

 



今後の展開と奈良県教育委員会からの評価 

◇本学習支援は、野迫川村奈良女塾をベースとして始まった奈良県が主催する奈良県南部東

部学習支援活動の一つで、平成 30 年度は８団体（吉野町、大淀町、下市町、山添村、宇陀

市、曽爾村、御杖村、五條市）に拡大して、参加大学も奈良女子大学の他、畿央大学、奈良

教育大学、天理大学、奈良学園大学、帝塚山大学の６校の学生が参加する事業に発展した。 

◇奈良県教育委員会事務局 大学生塾コーディネーター松岡指導主事からは、 

日頃、大学生に触れる機会がなく過疎地の小中学生の満足度は非常に高く、参加大学生に

おいても、「奈良県の南部東部で学習支援をするのが初めてである」「大学で学習しているこ

とや部活動、専門的なスキルを生かすことができる」「子どもたちや地域から学べたことが

ある」「機会があればまた参加しようと思う」といった意見の他、 

・県南部東部（過疎地）へ初めて足を運んだ学生も多い、 

・この学習支援事業に参加し背中を押され地域に入り、地域を知る機会提供となっている、 

・夏休みの学習支援終了後も定期的に山添中学に教員補助のボランティア活動を続けている

学生がいる、 

・地域おこし協力隊に関心を持つ学生がいる、 

との意見や感想が述べられ、その活動においては高い評価を受けている。 

 

  



（７）奈良経済同友会との交流・懇談会  平成 31 年 1 月 21 日（月） 

奈良女子大学では、地元企業との連携をさらに強化するため、平成 18 年度から奈良経済

同友会との交流・懇親会を開催しており、平成 30 年度については、以下のとおり実施した。 

日 時：平成 31 年 1 月 21 日（月）15：00～18：50  

場 所：奈良女子大学理学部 Ｇ棟２階 Ｇ２０１教室  

参加者数：85 名（同友会 57 名、本学 28 名） 

＜日 程＞ 

15：00 開会 開会挨拶 奈良経済同友会 代表幹事 北 義彦 氏  

奈良女子大学長 今岡 春樹 

15：10 奈良女子大学 講演 国際交流を通した社会連携の試み  

（１）「インドネシア研修報告」   

・インドネシアにおける森林保護の取り組み 文学部４回生 久保田 奈津  

・インドネシアの環境汚染         博士前期課程１回生 白井 玖美 

・ガジャマダ大学との学生交流の一コマ   博士前期課程１回生 前川 ほのか 

・インドネシアを訪問して気づいたこと   博士前期課程１回生 リュウ カセイ 

（２）「奈良女子大学とバングラデシュ・ダッカ大学との学術交流活動について 

- これまでの活動とこれから - 」 

奈良女子大学 研究院自然科学系 教授 高須 夫悟 

（３）「理系女性教育開発共同機構の『グローバル化推進プロジェクト』について」 

奈良女子大学 研究院自然科学系 教授 山下 靖 

（４）奈良経済同友会 講演 

「新興国の農業インフラの現状と取り組み紹介(ミャンマー、ベナン共和国の場合)」 

株式会社大和農園ホールディングス 代表取締役社長 吉田 裕 氏 

17：30 閉会 

 

 

 

  


